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ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
5
開
催
決
定

二
〇
二
五
年
一
二
月
二
一
日（
日
）開
催

本
財
団
で
は
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
大
正
大
学
と
共
同
で
「
ア
イ
ラ
ン
ダ

ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
５
（
以
下
、
サ
ミ

ッ
ト
）」
を
、
二
〇
二
五
年
一
二
月
二
一
日

（
日
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
の
離
島
に
所
在
す
る

高
校
な
ど
に
通
う
生
徒
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
持
つ
可
能
性
や
島
同

士
で
交
流
す
る
こ
と
の
意
味
や
価
値
な
ど
の

議
論
を
通
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
島
に
対
す

る
愛
郷
心
を
育
み
、
将
来
の
島
づ
く
り
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
が
三
回
目
の
開
催
で
、
昨
年
度
は
全

国
八
都
道
県
一
八
校
か
ら
五
六
人
の
離
島
高

校
生
が
参
加
し
、
自
分
た
ち
の
島
の
魅
力
や

本
誌
編
集
部

離
島
な
ら
で
は
の
悩
み
な
ど
を
共
有
し
な
が

ら
、
地
域
振
興
や
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
ア

イ
デ
ア
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
検
討
結
果
を
「（
島
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る

た
め
の
）
〇
〇
革
命
」
と
し
て
発
表
し
ま
し
た

（
※
1
）。

響
か
せ
よ
う
、

し
ま
の
高
校
生
た
ち
の
声
！

サ
ミ
ッ
ト
の
企
画
・
運
営
は
、
離
島
の
高

校
に
通
う
生
徒
一
一
人
（
原
則
的
に
前
回
の
参

加
者
か
ら
選
定
）
と
、
大
正
大
学
生
五
人
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
（
次
頁
の
名
簿
参
照
）
が

担
い
ま
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
潮
の
音ㆭ

鳴
ら
せ

我
ら
の
離
島
～
し
ま
の
高
校
生
、
１
０
０
人

会
議
～
」。
こ
れ
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
暮

ら
す
高
校
生
た
ち
が
持
つ
、
な
か
な
か
言
葉

に
で
き
な
い
想
い
や
内
に
秘
め
た
ま
ま
の
感

情
を
、
お
互
い
が
声
に
出
し
て
語
り
合
う
こ

と
で
、
新
し
い
未
来
を
切
り
開
く
大
き
な
波

を
創
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

七
月
三
一
日
（
木
）
一
五
時
よ
り
、
実
行

委
員
た
ち
が
東
京
に
集
ま
り
、
文
部
科
学
省

で
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
記
者
発
表
を
行
な
い
ま

し
た
。
昨
年
度
の
開
催
報
告
で
は
、
成
果
の

一
つ
と
し
て
、
鹿
児
島
県
立
与
論
高
校
三
年

（
当
時
）
の
松
井
美ㆿ

海ㆄ

さ
ん
と
長
崎
県
立
奈
留

高
校
二
年
（
同
）
の
福
山
魁ㆉ

い

貢㆓
ㆄ

さ
ん
が
サ
ミ

ッ
ト
で
出
会
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
本
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
与
論
高
校
×
奈
留

高
校
対
面
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
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の
交
流
を
通
し
て
、
心
強
い
か
け
が
え
の
な

い
仲
間
を
作
り
た
い
（
谷
茂
岡
光
委
員
）」「
サ

ミ
ッ
ト
で
得
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
自
分
の
島

に
持
ち
帰
っ
て
、
地
域
の
た
め
に
役
立
て
た

い
（
山
本
三
晴
委
員
）」
な
ど
、各
高
校
生
委
員

が
自
ら
の
言
葉
で
サ
ミ
ッ
ト
に
懸
け
る
想
い

や
意
気
込
み
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

記
者
発
表
に
は
新
聞
社
や
通
信
社
を
は
じ

め
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
そ
の
模
様

は
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

離
島
高
校
生
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
！

現
在
、
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
離
島
の
高

校
生
を
募
集
中
で
す
！

申
し
込
み
は
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
※
2
）
か
ら
行
な
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
九
月
末
ま
で
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
参
加
者
を
対
象
に
、
一
〇
月
に
事
前
交
流

会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）を
開
催
予
定
で
す
の
で
、早

め
の
申
し
込
み
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ま
た
、サ
ミ
ッ
ト
に
関
心
の
あ
る
生
徒
、親

御
様
、
教
育
関
係
者
の
方
々
か
ら
の
ご
相
談

や
問
い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

（
問
い
合
わ
せ
先
は
左
記
参
照
）
の
で
、
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

離
島
高
校
生
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
森
田
）

そ
の
後
、
髙
本
汐㆗

音ㆈ
㇓

委
員
が
今
回
の
サ
ミ

ッ
ト
の
開
催
概
要
や
目
標
に
つ
い
て
説
明
。

続
い
て
、「
自
分
の
将
来
、島
の
未
来
に
つ
い

て
考
え
、
語
り
合
え
る
機
会
に
し
た
い
（
泉

和
穂
委
員
）」「
同
年
代
の
島
の
高
校
生
た
ち
と

େֶੜ࣮ߦҕһ
田中晴樹（大正大学地域創生学部 4 年）、髙本
汐
し

音
おん

（同左）、木坂愛
あ

天
て

音
ね

（同学部 3 年）、鈴
木健真（同左）、中島理沙（同大学社会心理学
部4年）
ҕһߦੜ࣮ߍߴ
板垣秋

あ
佳
か

里
り

（北海道奥尻高校3年）、谷
や

茂
も

岡
おか

光
（東京都立新島高校2年）、山本三

みつ
晴
はる

（新潟県立
佐渡総合高校 2 年）、古泉亜

あ
子
こ

（広島県立大崎
海星高校2年）、佐藤 碧

あおい
（同広島叡

ㆆㆂ
智
ㆡ

学園高校
2年）、鈴木陽向（島根県立隠岐島前高校2年）、
田中楓夏（愛媛県立弓削高校 2 年）、泉 和

な
穂
ほ

（長崎県立五島海陽高校3年）、福山魁
かい

貢
こう

（同奈
留高校 3 年）、吉川陽

あき
風
ふ

海
み

（鹿児島県立徳之島
高校2年）、川上紗

しゃ
寿
な

（同与論高校2年）

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
に
関
す
る

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）日
本
離
島
セ
ン
タ
ー

０
３-

３
５
９
１-

１
１
５
１（
森
田
）

※1

※2

現
在
、
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
離
島
の
高

校
生
を
募
集
中
で
す
！

申
し
込
み
は
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
※
2
）
か
ら
行
な
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
九
月
末
ま
で
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
参
加
者
を
対
象
に
、
一
〇
月
に
事
前
交
流

会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）を
開
催
予
定
で
す
の
で
、早

め
の
申
し
込
み
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ま
た
、サ
ミ
ッ
ト
に
関
心
の
あ
る
生
徒
、親

御
様
、
教
育
関
係
者
の
方
々
か
ら
の
ご
相
談

や
問
い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

（
問
い
合
わ
せ
先
は
左
記
参
照
）
の
で
、
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

離
島
高
校
生
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
森
田
）

アイランダー高校生サミット2025の実行委員たち。




